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～見つけよう！今、元気なムラの取組～
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Ａ 岩手県釜石市　釜石地方森林組合
Ｂ 山形県南陽市　おりはた環境保全協議会
Ｃ 福島県泉崎村　社会福祉法人　こころん

 平成29年度
　「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定団体

(P12)

(P13)
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① 青森県大鰐町　プロジェクトおおわに事業協同組合
② 岩手県花巻市　高松第三行政区ふるさと地域協議会
③ 岩手県久慈市　平庭高原「森の恵み・白樺の一滴」活用推進協議会
④ 岩手県岩泉町 岩泉町わさび生産者連絡協議会
⑤ 宮城県大崎市 ＮＰＯ法人　鳴子の米プロジェクト
⑥ 宮城県美里町　株式会社　はなやか
⑦ 秋田県横手市 株式会社　十文字リーディングカンパニー
⑧ 山形県鶴岡市 温海町森林組合
⑨ 山形県酒田市 合同会社　とびしま
⑩ 福島県福島市 あづまの里「荒井」づくり地域協議会 　

 平成29年度
　東北農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定候補団体

(P 2)

(P 3)

(P 4)

(P 5)

(P 6)

(P 7)

(P 8)

(P 9)

(P10)

(P11)

(掲載
ﾍﾟｰｼﾞ)

(掲載
ﾍﾟｰｼﾞ)

平成29年度 東北農政局「ディスカバー
農山漁村（むら）の宝」 選定位置図



「ディスカバー農山漁村の宝」とは、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁

村」の実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化、

所得向上に取り組んでいる優良事例を選定し、全国に発信しているものです。

全国で選定された団体以外にあっても、東北農政局管内には数多くの優良な事例が存在

していることから、地域の活性化、所得向上等の取組や都市農村交流等に取り組んでいる

優良な事例を「東北農政局『ディスカバー農山漁村の宝』」として選定し、広く発信する

ことにより他地域への横展開を図ることとしています。

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」とは

選定の対象は、内閣官房及び農林水産省が実施した募集において東北農政局管内から応募の

あった86団体のうち、全国段階で選定された３団体を除いた83団体としました。

選定に当たっては、農政局内に設置した「選定委員会」による審査を経て、10団体を優良事

例として選定しました。

選定の対象及び選定方法

平成29年12月14日(木曜日)、仙台合同庁舎において、選定証授与式を開催しました。
選定証授与式では、木内東北農政局長から選定団体の代表者へ選定証を授与しました。

式典後、全国段階の選定団体と東北農政局選定団体との意見交換会を行いました。

選定証授与式・意見交換会

東北農政局｢ディスカバー農山漁村（むら）の宝｣の概要

お問合せ先

東北農政局 農村振興部 農村計画課 (TEL)022-261-6734 (FAX)022-216-4287
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-3-1（仙台合同庁舎）

選定団体の記念撮影 木内東北農政局長からの祝辞

選定証授与 意見交換
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●高齢化・人口減少が進展しており、地域活
性化を図るため有志が平成21年度に出資し、
プロジェクトおおわに事業協同組合を設立。

●大鰐町に江戸時代から続く、伝統野菜「大
鰐温泉もやし」のほか、寒暖差を活かした
大鰐高原野菜をブランド化し発信して いる。

●平成21年には、町の交流施設「鰐come(カ
ム)」の指定管理者となり、日帰り温泉大浴
場、研修施設の運営管理を行いながら、加
工品開発に取り組むなど町や県等と連携し
て、「日本の田舎町再生のお手本づくり」を
目指している。

概 要

○伝統野菜である「大鰐温泉もやし」の地域
団体商標登録（H24）を進め、マスコミに取
り上げられる機会が増加し、消費者から
も好評を得ている。。

○「大鰐温泉もやし」のブランド化戦略は、地
元や首都圏の売上げに一定の成果があり、
地 域 の 所 得 向 上 に 貢 献 し て い る 。

○大鰐温泉もやしの売上額は、約300万円
から 510万円に増加(H24－H28)。

○直売所の売上額は、約2 ,150万円から
3,490万円に増加(H24－H28)。

①プロジェクトおおわに事業協同組合

伝承四百年「大鰐温泉もやし」で地域おこし

取組の効果

おお わに まち

青森県大鰐町
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●住民同士で地域の将来を話し合う中、「過疎
化、高齢化、一人暮らし世帯・高齢者世帯
の増加等の課題を解決していかなければ
地域の未来はない」という意見が一致し、平
成20年に地域の活性化を目的に協議会を
設立した。

●「みんなが主役、みんなで実践」をモットーに、
６次産業化、「農」と医療・福祉、高齢者・障
がい者が活躍する機会をつくっている。

●地域のディサービスや障がい者施設、保育
園と共同で設置した「福祉農園」を生産・交
流の場として位置付け、契約栽培やふるさ
と宅配便、６次産業化では、地元の里山に
自生している山の果実（ガマズミ、ナツハゼ
等）を活用したゼリーを開発。また、高齢者
世帯への配食サービスのほか病院、買物な
どの外出支援を実施。

概 要

○地域住民の理解が徐々に醸成され、医
療・福祉に至っては、花巻市から介護予
防・日常生活支援総合事業を受託するな
ど、地域とのつながりを強化・拡大している。

○福祉農園の設置により、交流人口の増加
や障がい者・高齢者が農業を通じて活躍
する生きがいづくりが促進されている。

○福祉農園の交流人口は、約920人から
約1,570人に増加(H26－H28)。

○行政区の住民全てが活動に参加している
ことから、地域住民の社会参加の意識が
高まり地域全体が活動の主役となっている。

②高松第三行政区ふるさと地域協議会

『農福連携』で、地域が元気になりました！

取組の効果

はな まき し

岩手県花巻市
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●過疎化・高齢化が進んでおり、山村活性化
を図るため、平庭高原「日本一の白樺美林」
を宣言し、平成26年に協議会を設立。

●白樺美林のビュースポットを整備、美観保全
活動、癒やし・健康をテーマとした白樺林体
験観光ツアーを実施。

●白樺樹液を活用した飲料水やボディソープ、
オールインワンジェルなどの美容・健康商品
等を開発。

概 要

○美観保全活動（草刈り、植樹など）の交流
人口は、34人から70人に増加(H26－H27)。

○癒やし・健康といった、消費者目線の商品
開発や体験メニューづくりが行われている。

○白樺樹液飲料水「白樺の一滴」の生産量
は、1,000本から5,000本に増加(H27－H29
見込み)。

○観光業、商業、自治体等の活動への参加
意識が高まり、久慈市を中心として取組を
サポートする体制が整った。

③平庭高原「森の恵み・白樺の一滴」
活用推進協議会

白樺美林を未来に繋ぎ、商品開発で地域活性

取組の効果

く じ し

岩手県久慈市
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●町面積の９割超が森林原野であり、やませ
の影響で冷涼な気候であったことから当初、
沢水を利用した水わさびの栽培に着手。

●沢水の水量や水温が安定しないことから、
針葉樹を中心とする広大な山林原野を活用
した「畑わさび」に転換。

●約43ヘクタール（H28）と日本一のわさび生
産量を誇る産地が形成されている。

概 要

○広大な山林原野を「森の畑」とすることで、
日本一の畑わさびの産地を形成し、単品目
で年間１億円以上の販売額を誇る「宝の
山」としている。

○生産規模を拡大したことで、第一線を退い
た60才以上の労働力や地元にＵターンした
若年層の雇用創出と定住化が図られてい
る。

○５つある生産組合、出荷組合が生産者連
絡協議会で一元化され、町を事務局として
取組をサポートする体制が整った。

○わさび出荷量は、約357ﾄﾝから約413ﾄﾝに
増加、また、販売額は、約１億3,100万円か
ら約１億5,500万円に増加(H25－H28)。

④岩泉町わさび生産者連絡協議会

農家・関係機関・行政が一体となった取組！オール岩泉で生
産量日本一の畑わさび

取組の効果

いわ いずみ ちょう

岩手県岩泉町
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●宮城県の山間地である鳴子地域は、離農に
伴い耕作放棄地が増加していた中、鳴子の
田んぼや農村風景、つくる人と食べる人みん
なの力で地域の農を支えるため、鳴子の米
プロジェクトが開始された。

●鬼首（おにこうべ）での試験栽培から山間地
向け奨励品種「ゆきむすび」が誕生した
（平成19年度）。

●地域の農村文化の象徴でもある自然乾燥
「くい掛け」にこだわり、作り手が再生産でき
る価格を決め、食べ手が事前予約する、買
い支えの仕組みづくり（ＣＳＡ）を考案実践し
ている。

●職人達はご飯にあう器を、お菓子屋は米粉
で菓子をつくり、女性達はおむすびの試作を
重ね、「鳴子温泉のゆきむすび」が店頭に並
び地域の食文化を発信している。

概 要

○小規模生産農家が、安心して米作りに取
り組める価格を設定し、消費者は、小規模
農業の生産を支援しながら、安全な食を求
める農産物を購入できる仕組みとなってお
り、「ゆきむすび」の予約者は、約700人か
ら約950人に増加(H24－H28)。

○農業者のみならず集落、観光業者、自治
体等の人や地域の結びつきを深めている。

○鳴子温泉という観光資源と結びつけ来訪
者、飲食店での売上げ拡大にも寄与してい
る。

○田植え、稲刈りなどイベントの交流人口は
約700人から約1,500人に増加(H24－H28)。

⑤ＮＰＯ法人 鳴子の米プロジェクト

地域で支える農業（ＣＳＡ）～鳴子の米ゆきむすび～

取組の効果

おお さき し

宮城県大崎市
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●農家レストランの開業を皮切りに、農家レス
トランと農産物加工処理施設の経営を一元
化するべく平成22年に「株式会社はなやか」
を設立。

●農家レストランでは、減農薬に配慮した米・
豆・野菜を提供し、「故郷の母の味」をコンセ
プトにした「食」を消費者へ届けている。

●宮城県内百貨店でのイベント販売がきっか
けとなり、常設コーナーで菓子、漬物、総菜
を販売。

●ＪＲ東日本東北総合サービスと連携し「仙台
長茄子漬」を仙台駅限定商品として販売。

概 要

○地域の食材を利用し、株式会社の設立か
ら３年間で年商１億円を突破するなど売上
げが拡大。

○農家レストラン、加工施設により所得向上
と雇用の創出が図られ、女性の活躍の場
が広がっている。

○消費者ニーズを踏まえ、安全で新鮮な食
材をふんだんに使った「故郷の母の味」を
コンセプトにした食を提供し、子どもからお
年寄りまで幅広い世代に支持されている。

○売上額は、約７８百万円から約１億１５百
万円に増加(H24－H27)。

⑥株式会社 はなやか

故郷の母の味と心をみなさんにお届けします

取組の効果

み さと まち

宮城県美里町
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●魅力ある横手の食材を購入できないといっ
た買物弱者からの声があり、買物支援のた
め周辺市町村で出張販売を開始。

●出張販売は面的な広がりを見せ、秋田市
内での常設店舗の要望が高まり、市内でい
つでも買物が出来るアンテナショップを開設。

●直売所生産組織「ふれあい直売十文字」で
は、販売スタッフが野菜ソムリエの資格を取
得 し、農産物の旬や品質、生産方法、調理
方法を消費者に伝える一方、出張販売では
相対で会話をしながら消費者の要望を把握
するなど、販売スタッフが生産者・消費者間
を仲介し、販売状況に応じた作付けや新規
作物の導入、加工品開発を実施。

概 要

○秋田市内の消費者にも横手・十文字の旬
の物を販売することができるようになり、道
の駅十文字の産直会員の生産量拡大と所
得向上にも結びついている。

○直売所、出張販売の売上げが増加し、地元
農家の所得と生産意欲の向上、地域農業の
振興、さらに、消費者の地場農産物への信頼
感の醸成にも貢献。

○直売所の売上額は、約3億2,700万円から約
4億5,000万円に増加、また、出張販売売上額
は、約1,640万円から約5,400万円に増加
(H24－H28)。

⑦株式会社 十文字リーディング
カンパニー

道の駅を地域の元気の拠点にしたい！

取組の効果

よこ て し

秋田県横手市
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●温海町森林組合の山林で伐期を迎えたス
ギ人工林は、木材価格の低迷や後継者不
在・高齢化により皆伐後の再造林が進まなく
なってきた。

●温海地域で400年以上前から行われていた
元来の伝統農法による焼畑栽培の維持も後
継者不足等から難しい状況となっていた。

●これらの課題解決のため、森林所有者と協
議のうえ皆伐後のスギ林に火入れを行い、
無肥料・無農薬で「焼畑あつみかぶ」を栽培。
その販売収益を再造林経費の一部に充てて、
少花粉のスギ苗を植樹し、ワラビをカバーク
ロップとして植え付け、下刈り作業の軽減を
図るほか、ワラビ収穫による収入を下刈経費
への補填を目指している。

概 要

○再造林が進まないといった林業が抱える
課題、「焼畑あつみかぶ」といった伝統農法
が失われていく農業が抱える課題に対して、
伝統的な技術である「焼畑栽培」を利用し
ながら再植林を促進する独創的な手段が
開発された。

○ 「焼畑あつみかぶ」の栽培やスギ林の保
育など新たな雇用が生まれ、中山間集落
の活性化に寄与している。

○「焼畑温海かぶ」の販売量は、約８ﾄﾝで、
売上額は、約170万円に上る(H28)。

⑧温海町森林組合

森の「循環」で「宝」を守りつなぐ！

取組の効果

つる おか し

山形県鶴岡市

あつ み まち
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●山形県で唯一の離島である飛島は、日本海
の厳しい自然環境の中にあり、人口減少や
高齢化が顕著に進んでおり、飛島へのＵ・Ｉ
ターンの受け皿をつくるため、「島民＝社員、
住む＝働く」と捉まえ、合同会社とびしまを設
立。

●１次から３次産業の下に、自然景観の保全、
除草・清掃・除雪活動や島民の生活ぶりの
記録を「０次産業」として設定し、地域資料館
では季節毎にテーマを変えて飛島の魅力を
伝えている。

●島の食材を若者にも親しみやすいようにメ
ニューづくり進めているほか、食材を加工し、
島の駅とびしまやWEBSHOPで販売するなど
６次産業化を進めている。

概 要

○Ｕ・Ｉターンで移住した若者達が牽引し、活
気溢れる飛島を取り戻すため、農林漁業者
の所得増加や若者の雇用を創出する取組
を行うようになった。

○ホームページやＳＮＳを通じた飛島のＰＲ
を展開し、飛島の「食の提供・活用」の場が
島内ばかりではなく、本土側にも広がった。

○しまかへ（方言；島内の意）への来客数は、
約 5 , 9 0 0 人 か ら 約 6 , 1 0 0 人 へ 増 加
(H25－H28)。

⑨合同会社 とびしま

取組の効果

さか た し

山形県酒田市

小さな島の大きな夢、しまびとが社員の会社
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●吾妻連峰の麓にある土湯温泉、磐梯吾妻
国立公園に隣接し、観光資源が豊かである
が、急速な少子高齢化と農業後継者不足で
遊休農地が増加する一方、観光・公共施設
との連携が不十分であり、地域資源が活用
されていないといった課題を抱えていた。

●平成20年度に地域おこしと遊休農地解消を
目指して、荒井地区町会連合会、福島市観
光開発株式会社西事務所（四季の里）、土湯
温泉観光協会及び福島市農政部農林整備
課が機関団体として組織を構成。

●“「荒井」元気にすっぺ！”を実現するために
「ふるさとづくり計画」を策定実施し、あづま
の里「荒井」の地域ブランド確立を図ることを
目的としている。

概 要

○持続的な活動を実施する意識が高まり、
地域全体が取組をサポートする体制が
整った。

○地域の酒米づくりが35ｱｰﾙから120ｱｰﾙと
約３倍に拡大し、初年度３千本の販売が２
年目には、１万本に拡大するなど取組の効
果が面的に広がりつつある（H28－H29）。

○関連する催事等における販売額は、約50
万円から約120万円に増加、また、交流人
口は、約12,000人から約15,000人に増加
(H25－H28)。

⑩あづまの里「荒井」づくり地域協議会

あづまの里「荒井」元気にすっぺ！！

取組の効果

ふく しま し

福島県福島市
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団体名 住　　所 電話番号

東北農政局選定団体

プロジェクトおおわに
事業協同組合

〒038－0211
　青森県南津軽郡大鰐町
　大字大鰐字川辺11－11

0172-49-1126

高松第三行政区ふるさと
地域協議会

〒025-0014
　岩手県花巻市高松15-72

090-4638-9764

平庭高原「森の恵み・白樺の一滴」
活用推進協議会

〒028-8802
　岩手県久慈市山形町
　川井8-30-1

0194-72-2111

岩泉町わさび生産者連絡協議会
〒027-0595
　岩手県下閉伊郡岩泉町
　岩泉字惣畑59-5

0194-22-2111

ＮＰＯ法人 鳴子の米プロジェクト
〒989-6832
　宮城県大崎市鳴子温泉
　字星沼77－84

0229-29-9436

株式会社　はなやか
〒989-4206
　宮城県遠田郡美里町二郷
　字後袋一号30番地

0229-59-1250

株式会社
　十文字リーディングカンパニー

〒019-0529
　秋田県横手市十文字町
　字海道下21-4

0182-23-9320

温海町森林組合
〒999-7123
　山形県鶴岡市大岩川
　字木揚場８番地

0235-43-2313

合同会社　とびしま
〒998-0281
　山形県酒田市飛島
　字勝浦乙132-19

0234-96-3800

あづまの里「荒井」づくり
地域協議会

〒960-2156
　福島市荒井字上鷺西１－１

090-8250-3985

釜石地方森林組合
〒026-0302
　岩手県釜石市片岸町
　第1地割1番地1

0193-28-4244

おりはた環境保全協議会
〒992-0473
　山形県南陽市池黒1495
　（株）黒澤ファーム　内

0238-40-8200

社会福祉法人　こころん
〒969-0101
　福島県西白河郡泉崎村
　大字泉崎字下根岸９

0248-54-1115

　　平成29年度東北農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」
　　選定団体連絡先

全国選定団体


